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１．概要（Summary） 

結晶シリコン太陽電池において、少数キャリア寿命は、

シリコン基板表面における再結合速度を評価する重要な

指標である。太陽電池の基板表面はテクスチャ構造を有

するが、少数キャリア寿命の測定は、一般的にはテクスチ

ャ構造のないサンプルを用いて行われる。本研究では、

豊田工業大学ナノテク支援プラットフォームの施設を利用

し、テクスチャ加工の仕方が少数キャリア寿命に与える影

響を調査した。 

 
２．実験（Experimental） 
・利用した主な装置 

洗浄ドラフト一式 
・実験方法・条件 

両面ミラー加工のシリコン基板を用い、脱イオン水（500 
cc）、水酸化カリウム（15.6 g）、および、ALKA-TEX（GP 
Solar GmbH社製、0.75/1.5/3.0 ml計 3水準）の混合液

でエッチングした。ALKA-TEX の量を増加することで、テ

クスチャ寸法が縮小するとされる。ヨウ素、および、エタノ

ールの混合液にそれら基板を浸漬し、化学的にパッシベ

ーションしたのち、少数キャリア寿命を測定した。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
テクスチャ形成前後における少数キャリア寿命の変化

を Table 1 に示す。ALKA-TEX 量によらず、テクスチャ

形成後の少数キャリア寿命は 100 µs 以下であった。これ

は、基板表面での再結合が増加したことを意味する。また、

ALKA-TEX 液への浸漬時間依存性を調査した（Table 
2）。浸漬時間の増加にともない、少数キャリア寿命は減少

した。今後、これら少数キャリア寿命を低下させる原因を

明らかにするためには、詳細な解析、および、テクスチャ

存在下での少数キャリア寿命の測定の実現、などが重要

だと考えている。また、このようなテクスチャ構造は、パッシ

ベーション膜の成膜工程において、基板に導入される欠

陥にも影響を与えることが最近わかってきている。 
 
Table 1 Relation between minority carrier lifetime 
and volume of ALKA-TEX. 

 
少数キャリア寿命(µs) 

ALKA-TEX 量 
(ml) 

テクスチャ

形成前 
テクスチャ

形成後 
0.75 1248 54 
0.75 2178 45 
1.5 1717 80 
1.5 1538 80 
3.0 1756 76 
3.0 1685 52 

 
Table 2 Relation between minority carrier lifetime 
and ALKA-TEX immersion time. 
ALKA-TEX 浸漬時間(min) 少数キャリア寿命(µs) 

0 1000 
10 683 
40 75 
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